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・特になし
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～便秘時アローゼン（0.5）1Ｐ　10回分
　　　　　　　　　不調時　小青竜湯　10回分が処方
・沢田　秋子様～肩痛にハップスター　1袋、後頚部痛にフェルビナクスチック1本
が処方
・佐藤　暹様～鼻閉の訴えあり苦しいとの事アラミスト点鼻液1本処方。
・船田　泰子様～排便3日目。排便困難訴えケンエー浣腸実施。

　　　　
・村舘　ミネ様～昨日八戸市民病院より当院に連絡がある。採血の結果、甲状腺に異常があるため次回は総合診療科に加え内分泌科も受診となる予定。11/16、予約は11：30。初診受付もあるため9:30に来院し受付を済ませて行く。家族の付き添いが困難なため次回はスタッフのみ付き添うことになる。家族はそれまでに受診に必要なお金、保険証等を外来に持参する予定。介護タクシ―予約済。11/22の皮膚科受診は家族付き添いは可能との事。
　　　　　　　　

　　　　　　　　

＜要注目患者様情報＞
・佐藤　暹様～表情の冴えなさは持続していますが不安感や不訴えなく経過。鼻閉により呼吸苦訴えあり本日田名部Ｄｒに依頼しアラミスト点鼻薬が処方。効果を伺いながら精神症状、身体症状の観察を行っていきましょう。
・瀬原　るみ様～飲酒に関連した言動は無し。ＳＳＴでは最近妹様とのやりとりで罵倒
されたような感じになり、娘までも妹に影響されている感じがすると
の事で話しながら涙流されている。今後も精神症状の観察とプログラ
ム取り組み状況を観察し適宜記録へ記載しましょう。
・高柳　和子様～準夜帯消灯後徘徊あるも他室侵入なし。他者とのトラブルとならないよう適宜ラウンドし介入していきましょう。
・佐々木　康子様～他室侵入、他者の私物を盗む行為が続いており、他者よりクレームが頻回となっている。日中夜間ラウンドをしっかり行い、適宜介入行っていきましょう。
・
＜ピアサポートミーティング＞
　11/11（金）退院が近い患者様メンバー：平　京子様、松川　順子様、小原　哲哉様、佐京　孝成様、大久保　恵様、工藤　みず紀様、鈴木　知子様　澤田　真理様
　＜テーマ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・退院後の生活について
　＜患者様からの意見＞

　佐京様より退院の目標についてを話し合いたいと希望あり。

〇退院先について（大久保　恵様）

・施設

　ルールを守る必要がある事、対人関係の構築が必要である事を話した。

・自宅

　　服薬、食事、生活リズムなど考えていく必要がある事を話した。

〇怒らない事（佐京　孝成様）

　　怒る事ですっきりしてしまう人は怒れば良いし、すっきりしない人は怒らないほう
がいい。（工藤みず紀様）
　　怒ってしまった時の対処法について

　・人がいない場所で声に出す。(工藤　みず紀様)

　・怒りの感情が出る事がある。（松川　順子様）

　・そもそも怒らない。(平　京子様)

　・料理や音楽を聴く。(澤田　真理様)

　・ゲームが趣味でゲームをすると怒りの感情が無くなる（佐京　孝成様）

〇レストラン移動が不安（鈴木　知子様）

　　同様の想いを持つ患者様に意見を聞き共有。

　　まだ不安であるという思いは変わっていない様子。

〇水を飲みすぎない（澤田　真理様）

　↳　薬によっては多飲水にもなる為飲みすぎには注意が必要である事を伝えた。
＜ＳＳＴ検討＞
Ａユニット：100点と評価する人が複数いて自己評価が高い様子がうかがえた。
Ｂユニット：瀬原様の上記（要注目患者検討）のような様子であり話を傾聴している。
